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　日本看護協会は 11 月 11 日、ジョ
ンソン・エンド・ジョンソン日本法
人グループとともに、第 16 回ヘル
シー・ソサエティ賞の授賞式を開催
した。初のオンライン開催となった
今回は、5部門で看護職を含む 7人
が受賞した＝写真。
　同賞は、健全な社会づくりを目指
し、献身的な活動を行っている人々

地域を支える看多機

看多機で支える「その人らしさ」
　福岡県久留米市に、同県看護協会立の訪問看
護ステーション（ST）「くるめ」に併設する形
で、看多機「すぴか☆くるめ」が開所したのは
2015 年。当時は現在より看多機が少なく、幅
広いサービスゆえに、その役割や機能が十分に
周知されていなかった。それはサービス利用者
だけでなく、提供する側も同様だった。開所ま
での経緯について「正直、未知数でした」と振り
返るのは原島光代統括所長。近隣の看多機を視
察し情報収集することから始め、その後、久留米
市の担当者とも看多機の必要性を協議し、県看
護協会内でも委員会を立ち上げ、実施に向けた
検討を 2年以上重ねた。その結果、地域に必要と
されるサービスとの結論が出て、開所に至った。

　「すぴか☆くるめ」管理者の真木隆子さんは
開所当初について「現場も手探りでした」と振
り返る。当時、訪問看護 ST「くるめ」に在籍
していた真木さんも外から見るだけではメリッ
トを理解しづらかったようだが、看多機で勤務
することで「住み慣れた地域でその人らしく安
心して暮らせるよう支援できる」という強みを
実感できた。例えば、退院直後で在宅療養への
移行に不安があるケースでは、看多機の「泊ま
り」と「通い」を利用して、徐々に自宅での療
養生活に慣れることができる。「訪問看護」や「訪
問介護」を顔なじみの看多機のスタッフが担当
してくれることも利点となっている。また、4
つのサービスを 1事業所で提供するため、利用
者の体調などをスタッフ間で共有しやすい。「利
用者の情報は毎日の申し送りで共有します。そ
の時の利用者の状況に応じた、より良いケアが
できています」と原島統括所長も話す。

利用者の満足度を大切に
地域社会の信頼を得る

　「すぴか☆くるめ」の利用者ニーズは多様で、
退院後に在宅復帰に向けて一時的に利用する
ケースもあれば、医療ニーズがありながらも在
宅での療養生活を希望する方へ、訪問看護や「泊
まり」で支援するなど幅広く対応する。また時
に介護を担う家族のレスパイトとして「泊まり」
も利用できる。多様なニーズに応える看多機の
サービスの満足度は高く「使っていただくとそ
の良さを分かっていただけます」と真木さんは
話す。
　看多機の機能が生かせる場面は、医療ニーズ

の高い高齢者への対応だけではない。ことし 4 
月、久留米市から、医療的ケアを必要とする障
害者・児を対象とした短期入所の指定を受け、
共生型障害福祉サービスも開始した。これまで
に短期入所や日中の一時預かりなどのサービス
を提供しており、医療的ケアを必要とする子の
親からも好評を得ている。
　地域住民との顔が見える関係の構築にも力を
入れている。その1つが「すぴか☆くるめ」祭り。
年に一度事業所の一部を開放し、医療・介護に関
する相談やさまざまなブースを用意して、住民
が楽しめるようなイベントを開催している。い
ざという時や困った時に「そういえば」と思い出
してもらえることを目指している。昨年の参加
者は 80人と盛況だった。イベント参加者が、看
多機に後日立ち寄ってくれることもあるという。
　開所から 5年、「すぴか☆くるめ」がこれま
で培った地域の信頼とつながりが、安心して暮
らせるまちづくり、そして地域包括ケアの推進
に向けて実を結びつつある。

「すぴか☆くるめ」祭り。地元ボランティア、看護
学生、民生委員もスタッフとして参加してくれる
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を顕彰するもの。福井トシ子会長は、
受賞者をたたえるとともに「コロナ
禍にあって、日本看護協会としての
役割をしっかり果たしていくことを
誓う」と決意を表明した。式では、
受賞者の活動を撮影したドキュメン
タリー映像の上映や、受賞者と視聴
者をつなぐ「ライブQ&Aセッショ
ン」など、オンラインならではのプ
ログラムが催された。
　各部門の受賞者は、以下の通り。
①教育部門：磯部光章氏（日本心臓
血圧研究振興会附属榊原記念病院院
長、東京医科歯科大学名誉教授、日
本学術会議会員）②ボランティア
部門：市川斉氏（シャンティ国際
ボランティア会 ミャンマー事務所
長）、河村進氏（NPO法人骨形成不
全症協会理事長）③医師部門：小笠
原文雄氏（小笠原内科・岐阜在宅ケ
アクリニック 理事長・院長、日本
在宅ホスピス協会会長）④医療・看
護・介護従事者部門：樋口千惠子氏
（NPO法人たんがく理事長）⑤パイ
オニア部門：真田弘美氏（東京大学
大学院医学系研究科附属グローバル

　日本看護協会は 11 月 1 ～ 30 日、
第 51 回（2020 年度）日本看護学会
学術集会を開催した。大阪府（看護
管理、分科会：急性期看護・慢性期
看護）、山形県（在宅看護）、香川県（ヘ
ルスプロモーション、分科会：精神
看護・慢性期看護）、富山県（看護教
育）の各看護協会と共同で、講演やシ
ンポジウムを実施。期間中、計 7,701
人の参加があった。今回は新型コロ
ナウイルス感染症の拡大防止の観点
から、各領域をオンラインで横断的
に配信するWEB学会とし、同感染
症に関する情報提供も行った。
　各領域の冒頭では、いずれも本会
の福井トシ子会長が基調講演を行っ
た。看護管理領域の基調講演では「健
康な社会の創造に向けた看護の挑戦
～Nursing Now キャンペーンを通
じた看護の変革への取組み～」と題
し、イギリスのグローバルヘルスに
関する議員連盟の報告書や持続可能
な開発目標（SDGs）などを踏まえ、
日本での取り組みの意義や推奨する
活動内容などを紹介した。また、コロ
ナ禍にあって、患者・家族や地域か
らの期待に看護がどう応えるかとい
う課題に対し、本会のステートメン

トを基に「看護職一人一人が考え、
行動すること」の重要性を訴えた。

第16回ヘルシー・ソサエティ賞
5部門で7人が受賞

杉浦地域医療振興賞および
杉浦地域医療振興助成授与式を挙行

　11 月 19 日、第 9回杉浦地域医療
振興賞・杉浦地域医療振興助成授与
式が都内で開かれた＝写真。同賞は、
地域医療を振興し、国民の健康と福
祉の向上に寄与した個人・団体に贈
られるもので、ことしは 5組が受賞
した。また、同助成は医師・看護師
などの医療・介護福祉従事者が、多
職種で連携して行う「地域包括ケア
の実現」「健康寿命の延伸」の推進
に向けた研究や活動が対象で、20
件の取り組みが選ばれた。

ナーシングリサーチセンター教授・
センター長）、宮野悟氏（東京医科
歯科大学 M&Dデータ科学センター 
センター長・特任教授、東京大学名
誉教授）

日本看護学会学術集会
WEB学会としてオンライン開催

　2012 年の介護報酬改定で誕生した複合型
サービス。15 年には看護小規模多機能型居宅
介護（以下、看多機）と改称され、「通い」「泊
まり」「訪問介護」「訪問看護」の 4つのサー
ビスを一体的に提供し、地域での在宅療養の拠
点として期待されている。本連載では、医療的
ケアからレスパイト、看取りまで対応する看多
機の活動を紹介する（全 2 回）。

公益社団法人 福岡県看護協会
看護小規模多機能型居宅介護 すぴか☆くるめ

　（福岡県久留米市）

訃　報
　名誉会員の姫野ユキ様（106 歳）
が、12 月 2 日に逝去されました。
謹んで哀悼の意を表します。

第１回


